
豊かな可能性を秘めた

エコロジー新素材「エコロッカ」

「エコロッカ」は、リサイクル／未利⽤資源を100％利⽤した新時代のエコロジー建材です。

木材とプラスチックそれぞれの優れた特性を兼ね備えた新しいタイプの「木材・プラスチック複合材（WPC：Wood-Plastic Composites）」

として、デッキ材、ルーバー材、ウォール材などとして、公共施設を中心に、学校・福祉施設や商業施設、一般家庭などさまざまな場所で

利⽤されています。

指定⽊を原料にし製品化しました。・第⼆弾・

ECOROCA 営業拠点

環境に優しく、歴史の伝承と地球温暖化防止に貢献します。（Vol.15 エコロッカ通信10月号）

近代建築に⽊のやすらぎをプラス。優れた安全性、施工性、耐久性でお応えします。

港区では2011年10月から、建築物等への国産木材の使
⽤を推進する「みなとモデル⼆酸化炭素固定認証制度」を
開始しました。この制度は、区内で建てられる建築物等に
国産木材の使⽤を促すことで、区内での⼆酸化炭(CO2)固
定量の増加と国内の森林整備の促進によるCO2吸収量の増
加を図り、地球温暖化防止に貢献することを目的としてい
ます。

【火葬場の古木混入木材使⽤】 湖北火葬場 HB-0904 ブラウン色、グレー色

Ⅲ.再利⽤⽊材

Ⅳ.みなとモデル認証⽊材

【港区みなとモデル協定木材使⽤】
港区⽴⻄⿇布いきいきプラザ HB-0909、HB-0803 MHグレー色⻑野県岡⾕市の築100年を超える木造の火葬場の改築⼯事で、地域の⼈々は、伝統ある木造建築

物を何かの形で新しい火葬場に伝承できないか？と考えました。
そこで、外装の再⽣木ルーバーの原料（廃木材）に木造の火葬場の古木を混入し、火葬場の歴史

の伝承を実現させました。
※注意：再利⽤できる木材には制限があります。その都度ご相談ください。

区は建築主に対し、建築物等に使⽤された国産木材量に相当するCO2固定量を認証します。この
制度では、港区と「間伐材を始めとした国産材の活⽤促進に関する協定」を締結した⾃治体から産
出される、木材の合法性および森林の持続性が約束さてた協定木材の使⽤を推奨しています。


